
(57)【要約】

【課題】オーバチューブ本体の内層と内視鏡の挿入部等

との摩擦抵抗を低減でき、操作性を向上できるバルーン

付きオーバチューブを提供することにある。

【解決手段】内視鏡の挿入部や処置具等を体腔内に挿入

案内するバルーン付きオーバチューブにおいて、オーバ

チューブ本体１２の少なくとも内側面としての内層１２

ａを全長に亘ってフッ素系樹脂で形成したことを特徴と

する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 や 処 置 具 等 を 体 腔 内 に 挿 入 案 内 す る バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ に お い
て 、
　 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 の 少 な く と も 内 側 面 を フ ッ 素 系 樹 脂 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る バ
ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 は 、 内 層 を フ ッ 素 系 樹 脂 、 外 層 を 熱 可 塑 性 樹 脂 で ２ 層 構 造 と し
た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 内 層 の 外 径 を Ａ 、 外 層 の 内 径 を Ｂ と し た と き 、 Ａ ＞ Ｂ と し て 内 層 と 外 層 を 密 着 し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 内 層 と 外 層 と の 間 に 、 前 記 バ ル ー ン に 送 気 す る た め の 送 気 管 路 を 配 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ 記 載 の バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 外 層 を 形 成 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 を マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ と し 、 こ の マ ル チ ル ー メ ン
チ ュ ー ブ の 管 路 を 前 記 バ ル ー ン に 送 気 す る た め の 送 気 管 路 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 経 口 的 ま た は 経 肛 門 的 に 体 腔 内 に 挿 入 し て 体 腔 内 を 観 察 す る 内 視 鏡 等 に 外
嵌 さ れ る バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 用 内 視 鏡 を 体 腔 内 の 深 部 消 化 管 腔 、 例 え ば 小 腸 へ 挿 入 す る 場 合 の 手 技 と し て 、 経 口
的 に 挿 入 す る 場 合 と 経 肛 門 的 に 挿 入 す る 場 合 と が あ る 。 い ず れ に し て も 、 腸 管 は 複 雑 に 屈
曲 を し て い る た め に 、 体 腔 外 で 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 押 し 進 め て も 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 力 が 伝
わ り 難 く 、 深 部 へ 挿 入 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 複 雑 に 屈 曲 し た 腸 管 に ス ム ー ズ に 挿 入 で き る よ う に 、 内 視 鏡
の 先 端 部 に 内 視 鏡 用 バ ル ー ン を 設 け る と 共 に 、 内 視 鏡 挿 入 部 に 外 挿 し た オ ー バ チ ュ ー ブ （
ス ラ イ デ ィ グ チ ュ ー ブ ） の 先 端 部 に オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン を 設 け た ダ ブ ル バ ル ー ン 式
内 視 鏡 シ ス テ ム が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ は 、 内 視 鏡 挿 入 部 を 深 部 に 挿 入 す る 際 の ガ イ ド と し て の 役 目 を 果 た す オ ー バ チ ュ ー
ブ を 腸 管 の 深 部 ま で 挿 入 し た 後 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン を 膨 ら ま し て オ ー バ チ ュ ー ブ
用 バ ル ー ン を 腸 管 に 固 定 し 、 こ の 状 態 で 、 オ ー バ チ ュ ー ブ を 後 退 さ せ る こ と に よ り 、 腸 管
の 撓 み を と っ て 内 視 鏡 挿 入 部 を よ り 深 部 に 挿 入 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン を 膨 ら ま し て オ ー バ チ ュ ー ブ を 腸 管 に 固 定 す る 際 に 、
腸 管 等 に 負 担 を 掛 け な い よ う に 、 バ ル ー ン の 材 質 を ラ テ ッ ク ス の よ う に 軟 質 の も の に し た
も の 、 ま た バ ル ー ン の 内 圧 を 測 定 し て 圧 力 を 制 御 で き る よ う に し た も の も 知 ら れ て い る （
例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ， ３ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ９ ０ ２ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ０ ４ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ １ ０ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 内 視 鏡 を 腸 管 に 案 内 す る オ ー バ チ ュ ー ブ は 、 可 撓 性 を 有 す る 合 成 樹
脂 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る が 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 と オ ー バ チ ュ ー ブ と の 摺 動 部 に お け る
摩 擦 抵 抗 が 大 き い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に 、 小 腸 、 大 腸 等 の 屈 曲 し た 腸 管 に 挿 入 さ れ た オ ー バ チ ュ ー ブ は 複 雑 に 屈 曲 し て い る
た め に 、 そ の 内 部 に 挿 通 さ れ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 押 し 進 め た り 、 オ ー バ チ ュ ー ブ を 進 退 さ
せ る 際 の 摩 擦 抵 抗 に よ っ て 円 滑 に 操 作 で き な い と い う 問 題 が あ り 、 特 に 小 腸 用 内 視 鏡 は 挿
入 部 長 は 長 大 な も の と な り 、 摩 擦 抵 抗 は さ ら に 増 大 す る 。 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に
、 オ ー バ チ ュ ー ブ と 挿 入 部 の 間 に 潤 滑 剤 を 供 給 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 潤 滑 剤 は 頻 繁 に
供 給 す る 必 要 が あ り 、 作 業 は 煩 雑 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 オ ー バ チ
ュ ー ブ 本 体 の 内 層 と 内 視 鏡 の 挿 入 部 等 と の 摩 擦 抵 抗 を 低 減 で き 、 操 作 性 を 向 上 で き る バ ル
ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 や 処 置 具 等 を 体
腔 内 に 挿 入 案 内 す る バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ に お い て 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 の 少 な く
と も 内 側 面 を フ ッ 素 系 樹 脂 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ の 前 記 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 は 、 内 層 を フ ッ 素 系 樹 脂 、 外 層 を 熱 可
塑 性 樹 脂 で ２ 層 構 造 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ は 、 請 求 項 ２ の 前 記 内 層 の 外 径 を Ａ 、 外 層 の 内 径 を Ｂ と し た と き 、 Ａ ＞ Ｂ と し
て 内 層 と 外 層 を 密 着 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ は 、 請 求 項 ２ の 前 記 内 層 と 外 層 と の 間 に 、 前 記 バ ル ー ン に 送 気 す る た め の 送 気
管 路 を 配 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ は 、 請 求 項 ２ の 前 記 外 層 を 形 成 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 を マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ と
し 、 こ の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ の 管 路 を 前 記 バ ル ー ン に 送 気 す る た め の 送 気 管 路 と し た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 の 少 な く と も 内 側 面 を 自 己 潤 滑 性 を 有 す る フ ッ
素 系 樹 脂 と す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 等 と の 摩 擦 抵 抗 を 低 減 で き 、 操 作 性 を 向 上 で
き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 各 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ４ は 第 １ の 実 施 形 態 で あ り 、 図 １ は ダ ブ ル バ ル ー ン 式 内 視 鏡 の 全 体 の 側 面 図 、
図 ２ は 挿 入 部 の 先 端 部 の 縦 断 側 面 図 、 図 ３ は オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は 縦 断 側
面 図 、 （ Ｂ ） は Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ４ は 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 小 腸 用 の 内 視 鏡 １ は 細 長 い 軟 性 の 挿 入 部 ２ を 有 し
て お り 、 挿 入 部 ２ の 遠 位 端 （ 先 端 側 ） に は 湾 曲 部 ３ を 介 し て 先 端 構 成 部 ４ が 設 け ら れ て い
る 。 挿 入 部 ２ の 近 位 端 （ 基 端 側 ） に は 操 作 部 ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 操 作 部 ５ に は ア ン
グ ル 操 作 ノ ブ ６ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 操 作 部 ５ は 遠 位 端 に コ ネ ク タ ７ を 有 す る ユ ニ
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バ ー サ ル コ ー ド ８ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 挿 入 部 ２ の 先 端 構 成 部 ４ に は 照 明 光 学 系 、 固 体 撮 像 素 子 等 の 観 察 光 学 系 （ い ず れ も 図 示
し な い ） が 設 け ら れ 、 挿 入 部 ２ に は 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 し な い ） が 設 け ら れ 、 こ の 鉗 子
チ ャ ン ネ ル は 操 作 部 ５ の 処 置 具 挿 入 口 １ ０ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 挿 入 部 ２ に は 、 内 視 鏡 用 オ ー バ チ ュ ー ブ １ １ が 外 挿 可 能 で あ り 、 こ の オ ー バ チ ュ ー
ブ 本 体 １ ２ の 遠 位 端 に は オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ が 、 近 位 端 に は 把 持 部 １ ４ が 設 け
ら れ て い る 。 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ は 、 図 ３ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 全 長 に 亘 っ て
内 層 １ ２ ａ と 外 層 １ ２ ｂ と か ら ２ 層 構 造 に 形 成 さ れ て い る 。 内 層 １ ２ ａ は 自 己 潤 滑 性 を 有
す る フ ッ 素 系 樹 脂 で あ り 、 外 層 １ ２ ｂ は 接 着 性 に 優 れ た ウ レ タ ン 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 に よ っ
て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 単 に 内 側 面 を フ ッ 素 コ ー デ ィ ン グ し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 遠 位 端 に 設 け ら れ た オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３
に は 送 気 管 路 と し て の 第 １ の 送 気 チ ュ ー ブ １ ５ の 一 端 部 が 接 続 さ れ 、 こ の 他 端 部 に は エ ア
ポ ン プ 等 の エ ア 供 給 源 （ 図 示 し な い ） に 接 続 さ れ る 接 続 口 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第
１ の 送 気 チ ュ ー ブ １ ５ は 内 層 １ ２ ａ と 外 層 １ ２ ｂ と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 説 明 を 加 え る と 、 内 層 １ ２ ａ の 外 径 を Ａ 、 外 層 １ ２ ｂ の 内 径 を Ｂ と し た と き 、
Ａ ＞ Ｂ の 関 係 に あ る 。 す な わ ち 、 内 層 １ ２ ａ と 外 層 １ ２ ｂ と を 締 ま り 嵌 め に よ っ て 密 着 す
る こ と に よ り 、 一 体 化 す る と 同 時 に 第 １ の 送 気 チ ュ ー ブ １ ５ を 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 内 視 鏡 １ の 先 端 構 成 部 ４ 及 び 湾 曲 部 ３ の 外 周 部 に は そ の
周 方 向 に 後 述 す る 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ を 取 付 け る た め の 一 対 の 環 状 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が
設 け ら れ て い る 。 環 状 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に は 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ が そ の 弾 性 を 利 用 し て
嵌 合 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ は 、 ゴ ム ま た は 合 成 樹 脂 材 料 か ら な る 弾 性 体 で あ り 、 円 筒 状 に 形
成 さ れ 、 そ の 両 端 部 に は 開 口 部 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 開 口 部 １ ９ ａ ，
１ ９ ｂ に は 環 状 溝 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 弾 性 的 に 係 合 固 定 さ れ る 環 状 凸 部 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ が 一
体 に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ は 、 拡 径 方 向 に 押 し 広 げ た 状 態 で
、 内 視 鏡 １ の 先 端 構 成 部 ４ の 前 端 部 か ら 嵌 合 す る こ と に よ り 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 １ の 先 端 構 成 部 ４ に は 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ の 内 部 に 開 口 す る 挿 通 孔 ２
１ が 設 け ら れ 、 こ の 挿 通 孔 ２ １ に は 挿 入 部 ２ の 内 部 に 延 び る 接 続 管 ２ ２ が 設 け ら れ て い る
。 そ し て 、 こ の 接 続 管 ２ ２ に は 挿 入 部 ２ に 内 挿 さ れ た 送 気 管 路 ９ の 遠 位 端 が 接 続 さ れ て い
る 。 こ の と き 、 送 気 管 路 ９ は 、 挿 入 部 ２ 内 か ら 操 作 部 ５ を 経 て ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ８ に 内
挿 し 、 コ ネ ク タ ７ に 設 け ら れ た 送 気 接 続 口 ２ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 送 気 管 路 ９ が 外 部 に 露
出 し な い た め 、 手 技 の 邪 魔 に な ら な い と い う 効 果 が あ る 。 ま た 、 内 視 鏡 １ の コ ネ ク タ ７ に
設 け ら れ た 送 気 管 路 ２ ３ は 送 気 チ ュ ー ブ （ 図 示 し な い ） を 介 し て エ ア 供 給 源 （ 図 示 し な い
） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 ダ ブ ル バ ル ー ン 式 内 視 鏡 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は ダ ブ ル バ ル ー ン 式 内 視 鏡 を 経 口 的 に 小 腸 に 挿 入 し て 腸 管 の 内 壁 を 観 察 す る 手 技 を
示 し 、 ａ は 食 道 、 ｂ は 胃 、 ｃ は 小 腸 を 示 す 。 ま ず 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ に オ ー バ チ ュ ー ブ
本 体 １ ２ を 挿 通 し 、 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ 及 び オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ の エ ア を 抜
い て 収 縮 状 態 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ を 患 者 の 口 か ら 体 腔 内 に 挿 入 し 、
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操 作 部 ５ の ア ン グ ル 操 作 ノ ブ ６ を 操 作 し て 湾 曲 部 ３ を 湾 曲 操 作 し な が ら 、 挿 入 部 ２ を 食 道
ａ 、 胃 ｂ を 経 て 小 腸 ｃ に 挿 入 す る 。 そ し て 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ の 先 端 構 成 部 ４ が 例 え ば
十 二 指 腸 を 通 過 し た と こ ろ で 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ 等 を 操 作 し て エ ア 供 給 源 を 駆 動 す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 送 気 接 続 口 ２ ３ を 介 し て 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ に エ
ア を 供 給 し て 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ を 膨 張 さ せ る と 、 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ が 小 腸 cの 内
壁 に 圧 接 し 、 内 視 鏡 １ の 先 端 構 成 部 ４ が 小 腸 cに 固 定 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 オ ー バ チ ュ ー
ブ 本 体 １ ２ の 把 持 部 １ ４ を 把 持 し て オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ を 挿 入 部 ２ に 沿 っ て 前 進 さ せ
る と 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 遠 位 端 が 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ の 後 端 部 ま で 導 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 再 び リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ 等 を 操 作 し て エ ア 供 給 源 か
ら 第 １ の 送 気 チ ュ ー ブ １ ５ を 介 し て オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ に エ ア が 供 給 さ れ る 。
従 っ て 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ が 膨 張 し て 小 腸 cの 内 壁 に 圧 接 し 、 オ ー バ チ ュ ー
ブ 本 体 １ ２ の 遠 位 端 が 固 定 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 把 持 部 １ ４ を
把 持 し て 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ と 一 体 的 に オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ を 手 元 側 に 後 退 さ せ る と
、 そ の 引 張 り 力 に よ っ て オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ と 共 に 挿 入 部 ２ の 曲 率 半 径 が 大 き く 、 略
直 線 状 態 に な る た め 、 小 腸 cの 余 分 な 撓 み を 取 っ て 小 腸 cを 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 ４ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ の エ ア を 抜 い て 収 縮 し た 状 態 と
し 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ を 小 腸 cの 深 部 に 向 っ て 押 し 進 め る と 、 挿 入 部 ２ は オ ー バ チ ュ ー
ブ 本 体 １ ２ に 案 内 さ れ な が ら 小 腸 cの 深 部 に 向 っ て 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ の 先 端 構 成 部 ４ が 小 腸 cの 所 望 の 位 置 ま で 前 進 し た と こ ろ
で 、 図 ４ （ Ｅ ） に 示 す よ う に 、 再 び 送 気 管 路 ２ ３ を 介 し て 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ に エ ア を
供 給 し て 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ を 膨 張 さ せ て 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ を 小 腸 cの 内 壁 に 圧 接
し て 先 端 構 成 部 ４ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 状 態 で 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ の エ ア を 抜 い て 収 縮 し た 状 態 と し 、 オ ー バ
チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 把 持 部 １ ４ を 把 持 し て オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ を 挿 入 部 ２ に 沿 っ て 前
進 さ せ る 。 そ し て 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 遠 位 端 が 内 視 鏡 用 バ ル ー ン １ ９ の 後 端 部 ま
で 到 達 し た と こ ろ で 、 図 ３ （ Ｆ ） に 示 す よ う に 、 再 び オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ を 膨
張 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 操 作 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 内 視 鏡 １ の 先 端 構 成 部 ４ を 小 腸 ｃ の 深 部 ま で 挿 入 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 手 技 の 際 に オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ を 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ２ に 沿 っ て
頻 繁 に 進 退 操 作 す る が 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 内 層 １ ２ ａ は 自 己 潤 滑 性 に 優 れ た フ ッ
素 系 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ て い る た め 、 摩 擦 抵 抗 が 小 さ く 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ と 挿
入 部 ２ と を 軽 い 力 量 で 相 対 移 動 で き る 。 従 っ て 、 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た
、 送 気 管 路 ９ は 挿 入 部 ２ に 内 挿 さ れ て い る た め 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ を 円 滑 に 進 退 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 自 己 潤 滑 性 に 優 れ た フ ッ 素 系 樹 脂 を 用 い て い る た め 、 挿 入 部 ２ と オ ー バ チ ュ ー
ブ 本 体 １ ２ と の 間 に 潤 滑 剤 を 供 給 す る 必 要 が な い の で 、 簡 便 な 検 査 を 提 供 す る こ と が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 外 層 １ ２ ｂ は 接 着 性 に 優 れ た ウ レ タ ン 等 の 熱 可 塑 性 樹
脂 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ に 取 付 け ら れ る オ ー バ チ ュ
ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ を 強 固 に 接 着 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 な お 、 図 ４ は ダ ブ ル バ ル ー ン 式 内 視 鏡 を 経 口 的 に 小 腸 に 挿 入 す る 手 技 を 示 し た が 、 ダ ブ
ル バ ル ー ン 式 内 視 鏡 を 経 肛 門 的 に 大 腸 を 経 て 小 腸 に 挿 入 す る 場 合 に お い て も 基 本 的 に 同 じ
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明
を 省 略 す る 。 図 ５ は オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は 縦 断 側 面 図 、 （ Ｂ ） は Ｂ － Ｂ 線
に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 １ ２ の 内 層 １ ２ ａ を フ ッ 素 系 樹 脂 と し 、 外 層 １ ２ ｂ
を 形 成 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 を マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ２ ５ と し 、 こ の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー
ブ ２ ５ の 管 路 を オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン １ ３ に 送 気 す る た め の 送 気 管 路 ２ ６ と し た も の
で あ る 。 し か も 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ２ ５ の 一 部 に 肉 厚 部 ２ ５ ａ を 形 成 し て 偏 心 さ せ
る と と も に 、 肉 厚 部 ２ ５ ａ に 送 気 管 路 ２ ６ を 設 け て い る 。 従 っ て 、 送 気 管 路 ２ ６ が 押 し 潰
さ れ た 閉 塞 さ れ る こ と は な く 、 常 に 一 定 の 管 路 を 保 つ こ と が で き る 。 な お 、 送 気 管 路 ２ ６
に は 口 金 ２ ７ を 介 し て 送 気 チ ュ ー ブ ２ ８ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 外 嵌 さ れ る オ ー バ チ ュ ー ブ に つ い て
説 明 し た が 、 処 置 具 を 挿 入 案 内 す る オ ー バ チ ュ ー ブ に つ い て も 適 用 で き る 。 ま た 、 オ ー バ
チ ュ ー ブ の 内 側 面 の 一 部 に つ い て の み フ ッ 素 樹 脂 で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 各 実 施 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 付 記 １ ） 内 視 鏡 の 挿 入 部 や 処 置 具 等 を 体 腔 内 に 挿 入 案 内 す る バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ
ー ブ に お い て 、 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 の 少 な く と も 内 側 面 を フ ッ 素 系 樹 脂 で 形 成 し た こ と を
特 徴 と す る バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 付 記 ２ ） 前 記 オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 は 、 遠 位 端 に バ ル ー ン を 有 す る と と も に 、 内 層 と 外
層 と の ２ 層 構 造 で 、 内 層 と 外 層 と の 間 に 前 記 バ ル ー ン に 送 気 す る た め の 送 気 チ ュ ー ブ が 介
装 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 付 記 ３ ） 前 記 外 層 は 、 肉 厚 部 を 有 す る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ と し 、 こ の マ ル チ ル ー
メ ン チ ュ ー ブ の 肉 厚 部 に バ ル ー ン に 送 気 す る た め の 送 気 管 路 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 付
記 ２ 記 載 の バ ル ー ン 付 き オ ー バ チ ュ ー ブ 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 前 記 実 施 形 態 に 開 示
さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施
形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 さ ら に 、 異 な る 実 施
形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 合 わ せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す ダ ブ ル バ ル ー ン 式 内 視 鏡 の 全 体 の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 の 挿 入 部 の 先 端 部 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は 縦 断 側 面 図 、 （ Ｂ ） は Ａ － Ａ
線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） ～ （ Ｆ ） は ダ ブ ル バ ル ー ン 式 内 視 鏡 の 作 用 説 明 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の オ ー バ チ ュ ー ブ 本 体 を 示 し 、 （ Ａ ） は 縦 断 側 面 図 、
（ Ｂ ） は Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
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１ … 内 視 鏡 、 ２ … 挿 入 部 、 ３ … 湾 曲 部 、 ４ … 先 端 構 成 部 、 ６ … 操 作 部 、 １ ２ … オ ー バ チ ュ
ー ブ 本 体 、 １ ２ ａ … 内 層 、 １ ２ ｂ … 外 層 、 １ ３ … オ ー バ チ ュ ー ブ 用 バ ル ー ン 、 １ ５ … 送 気
チ ュ ー ブ 、 １ ９ … 内 視 鏡 用 バ ル ー ン

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种具有气球的外套管，该外套管能够减小外套管主
体的内层与内窥镜的插入部之间的摩擦阻力并提高可操作性。 解决方
案：在带有气球的外套管中，用于将内窥镜，治疗工具等的插入部分插
入并引导到体腔中，作为外套管主体12至少内侧表面的内层12a在整个长
度上都由氟树脂制成。 它的特点是 [选择图]图3
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